
2008 年 No.72

＜ラトビア、ニュージーランド、埼玉クラブ、皆でフェアウエルダンス＞
である“Song &
リーガ・クラブ
前日にコペ

と当日の午前中
巡り、夕刻に到
たあの顔、この
月は吹き飛んで
Yj莫c棉

Gedertsons 夫
れた“Meet & G
リーガ入りして
タウポ・クラブ

感激の再開

＜挨拶する岡田
昨年のお彼岸の頃に
“ It’s a Match” が確定
してから待ちに待つこと1
年 3ヶ月余り、去る 7月 5
日に 3年ぶりの、しかも先
方 ED・Silvija さんのアド
バイスにより、5年に 1度
の国家的ビッグ・イベント

しばし数々の美味しい料理に舌鼓を打ち、ドリン
クで喉を潤しながら歓談のあと、3クラブ合同の
“Exchange”の幕開けとなりました。
この日から 10日の“Farewell Party”と最終日の

11日まで、1万人以上の参加者によるパレード・
匿讳坤г帕乃萎默祟现feЯdb~蔼八ň爸鞍ɡ
ラーな場面にも圧倒されながら、連日いただいた
数々の、心温まるもてなしには本当に感謝の言葉

ＬＤ：岡田一夫
1

Dance Festival” に照準を合わせた、
との感激の再会が実現しました。
ンハーゲン入りしてその日の夕方
、慌ただしく旧市街の見所を駆け
着したリーガ空港で出迎えてくれ
顔と出会ったとき、もう３年の歳
いました。
墨Я搭贫j Raimonds・Irena
妻の、広大な庭を持つ邸宅で行なわ
reet Party”に駆けつけました。先に
いた 15名のニュージーランドの
のアンバサダーも続々と集まり、

もありません。
僅か 20数家庭の小さなクラブながら、有名な

フェスティバルに合わせて、総勢 29名という大
人数の受入れを実現するには、さぞ大変なご苦労
や全会員の協力、用意周到な準備があったことで
しょう。そのことを肝に銘じつつ、参加者 14名
を代表して、改めてリーガ・クラブ全会員の皆様
に心から感謝する次第です。
末筆ながら、3年前の我が家のもてなしに比べ、

毎日とことん精力的に尽くしていただいたホス
ト・ファミリーの Uldis・Vita Briedis 夫妻とお嬢
さんの Ieva に深くお礼申しあげます。

さん＞
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ラ ト ビ ア 渡 航 特 集

７月４日 成田出発
５日 ウエルカムパーティ
６日 フリーデイ 歌と踊りの祭典
７日 市庁舎見学 リガ市街見学、

弦楽器“KOKLE”コンペ見学
８日 フリーデイ
９日 バスツアー “Turaida Castle”

“The Tomb of Turaida Rose”
１０日 フェアウエルパーティ
１１日 フリーデイ
１２日 リガ出発

ラトビア渡航日程
今回は小生にとって初めての欧州で、かつ殆ど
知識の無いバルトの小国ラトビア、しかも 5年に
一度の音楽祭にニュージーランドFFと同時訪問と
いうタイミングで、我々のホストのヴィータ・ウ
ルディス夫妻と 17歳の娘のイエヴァから大変暖
かいもてなしを受けた上 貴重な体験をした。
その第一は、地域別の色とりどりのコスチュー

ムを着てラトビア中から集まった数千人のフォー
クダンスや 1万 2千人の聖歌隊による大合唱は
我々の想像外のものでまさに圧倒的なものであっ
たし、また これも我々が想像も出来なかった ヴ
ァイキングの時代から数えると千数百年にわたる
侵略と略奪の歴史を乗り越えて 自由と独立を回

復した誇りと団結を 随所で折々垣間見ること
ができた。
更に国の中で最も高い丘が4百メートル弱とい

う肥沃な国土をもつ農業国だが、フラットな地形
であるがゆえに地球温暖化がこのまま進めば
2050年には国土の大半が水没するとの危機感か
ら世界でも対策に熱心な国として上位にランクさ
れ活動中とのことであった。
以上 今回は ラトビアの観光に加え文化･歴

史・政情など学ぶことも多く、かつ ホストの皆さ
んやニュージーランド FFの方々と共に過ごし、共
にダンスすることで直接 触れ合うことが出来、大

7/5 すばらしい文化を持つ誇り高きラトビア 池田完之・尚子

＜ラトビアの祭典＞
2

変有意義な FF
＜ラトビアの祭典＞
交換だったと思います。
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ラトビアと聞いて、どこにある国かしら？と地
図を開けてみました。
初めて訪れた国は、5年に 1度の歌と踊りの祭

遣g犀@bFèЯ活萎H┫`になった、想像して
いた以上のスケールで感動しました。
１クラブ 20名から 50名以上の、580 団体がプ

ラカードを持って街を誇らしげに行進する姿は圧
巻でした。クラブの名前を１つ１つ教えてもらい、
我々3人が大声で叫んだ所を雑誌の記者に写真を
撮られ、それが記事になり、その雑誌をヴァレン

ティナが直ぐに 3冊日本に送ってくました。純粋
f帘ò晋_[磁寞玻g搽í[磁寞cЯ谢撩Я贫湃
夫婦、アグネス、アイワズ（この 20纪j铝涩H虎
男子でイケメンというニックネームを付けまし
た）犬 2匹と猫 1匹の大家族でした。ママのヴァ
レンテイナの笑顔は最高です。
3年前に我が家(新井)に来てくれ、今回の交換は、

期待以上に楽しいステイでした。毎晩 2時頃に寝
るという、笑いの絶えない 1週間でした。バルト
海のサンセットを９時過ぎに見た後、10時過ぎま
で泳いだ事。毎日がミステリーツアで、堀内さん
グループと、’今日はどこに行くのかしらね、’とバ
ス（ワゴン 10名乗り）の中で話しました。サウナ
の後、近くの湖で裸で泳ぐを3回繰り返し、心身
共にすっきりした思い出は一生忘れられません。
コペンハーゲンでトラブルに遭い、仲間の助けで
何とか切り抜けられました。
あの時の皆さんの温かな一言一言は、忘れるこ

とが出来ません。
皆様本当に、ご心配をお掛けしました。
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7/6 祭り・バルト海・バレンティナ家 ブラボー！！ 小林恵美子・新井ミキエ

＜Dzive 誌に掲載されました＞
ニュージ

さんに市

取れない

が欠かせ

歴史から

市庁舎で

ンを案内

るとすぐ

ブラック

谨试j铝

々の像が

交場にふ

教会群で

、聖ゲオ

7/7 市内
3

ーランドのクラブと一緒に英語ガイ

内を案内してもらった。英語が充分聞

私にとってはガイドブックによる予

ないものとなった。ラトビア、リーガ

建造物の歴史や逸話まで。

は庁舎で働く女性から市のガイドラ

してもらい、旧市街へ出る。市庁舎を

目の前に、2000 年に再建された壮麗

ヘッドのギルドがある。正面外壁には

H豺磊千c路户f匿禁乖á 4つの

飾り付けられ、当時栄えた商人組合の

さわしい。

はリーガ大聖堂、聖ペテロ、聖ヨハ

ルグ、聖ヤコブの教会を巡った。

高い塔の上に金色の雄鶏が輝くリーガ大聖堂

は市のシンボルでもあるようで、ドーモ広場はい

つも大勢の人で賑わっているらしい。夜には石に

顔を映し出してメッセージを送る Speaking

stone を見に、地方から歌やダンスの祭典に来た

人達が大勢訪れていた。美しいステンドグラスや

古いパイプオルガンも有名である。

最も高い塔を持つ聖ペテロ教会はてっぺんの

雄鶏に逸話があり、聖ヨハネ教会もまた中世らし

いエピソードが残っている。

ラトビア人の商人の家として、家の屋根両端

に猫の象がある、猫の家がある。当時のドイツ人

ギルド社会に猫の向きで反抗して見せたという。

猫の姿がかわいい。

巡りと伝統楽器によるコンクール鑑賞 浜 敬子
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一般住宅として、三人兄弟と呼ばれる建物が残
っており、建設当時の時代が反映されていて面白
い。
また、リーガはかつて城壁で囲まれていたとい

い、スエーデン門と呼ばれる城門や当時の城壁の
一部を見ることができた。
旧市街と新市街の境には大きな公園があり、公

園の中心の大通りには、3つの星を高く掲げる女神
の像のあるラトビア自由祈念碑が立っている。約 3
時間のツアーも終わりコンサート会場へと向かっ
た。
会場内は満員でしばらく待った後、やっと入場

できたものの、休憩時間となった。が、次のグル
ープのリハーサルだったため演奏を聴くことがで

きた。小さなハープを横にしたような楽器 KOKRE
は指では優しい音色、ピックでは張りのある音色
を響かせ、哀切あるメロディーにもリズミカルな
メロディーにも聴き応えがあった。
レストランでピンクスープなどいただき、ニュ

ージーランドのクラブの方と別れ、自由行動。シ
ョッピングの方が多かったかな？私は池田夫妻、
岡田氏と共にリーガ大聖堂の中を見物。6時にホス
トの迎えがあり、その後、イリーナ家とバレンテ
ィーナ家はワイルドなサウナ体験に出かけたので
した。ホストが変わったと空港に着いてから聞か
され、ちょっと焦りましたが、おかげで賑やかな
交流になりました。
大きな家
くれたホス
cS[а瘦
てくれまし
で、近くの
水上スキー
を楽しめる
５年に１

パレード、
まで続きす
見てもらい
ている私達
に持てた事

スティして３日目のフリーディでは３年前我が
家に泊まった Karlis と仕事の合間に会うことがで
き私たちを彼の仕事場でもある議会等を案内して
いただきました。事前にパスポートナンバーを提
出しセキュリティチェツクを受けての事でした。
（日本で言うならば国会議事堂のようです）
その後旧市街でショッピングをそれぞれ楽しみ、

リゾート地 Jurmala に行きバルト海に足を入れ
日本の反対側にいることに感激しました。ラトビ
アは魚の燻製が有名で専門店でそれらを買いその

7/8 川辺をホストとサイクリング 児島 正彦・英子
4

の玄関の前で手を広げて笑顔で迎えて
トは３年前ＥＤとして来日した Irena
眶k搭贫c~>è结宁┮潦ò掘M塞í
た。ホストの家は大きく自然一杯の中
川では釣りをしたり、泳ぎをしたり、
をしている人々がいるリゾートライフ
所でした。
度の祭典、ラトビアフェスティバルは
ダンス、オーケストラと白夜の中遅く
ばらしいものでした。是非見せたい、
たい、ラトビアの人たちの気持ちが見
にも伝わりこのチャンスが私達クラブ
がラッキーでした。

近くのレストランで Irena から食べる順序を聞き
ながら８種類の燻製を食べお腹が一杯になり、帰
ってからRaimonds とマウティンバイクに乗り近
くの川辺をサイクリングしてきました。暗くなる
のが１１時過ぎですから９時ごろでもまだまだ明
るく一日Hdb~贫K鸟桨底S|OdHcIzS
た。
ラトビアクラブは２０家族の少ない会員の中、

同時にニュージーランドクラブも受け入れし大変
だったと思います。そのニュージーランドの人達
の中に来年埼玉クラブが渡航予定のクラブの方々
がいました。彼達とは来年再会を約束し、リター
ン交換のラトビアの人達とは友好をさらに深め、
まさにフレンドシップフォースと感じました。

＜バルト海に遊ぶ＞
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＊トライダキャッスル＊
スエーデン ドイツロシアに ポーランド

蹂躙されしも 古城誇らし
朽ちつつも 誇らかに立つ トライダの

紅き古城は われら見下ろし
昔日に 古城守りし 騎士団の 塔の眺望 彼の日と同じ
伝説を 秘めしフィールド モニュメント

見守る空と 木々の緑よ
彼の昔 乱れし騎士の 戦場は 今光受く 歌の祭典
飢えもなく 戦いもなく 旅に酔う 幸せに感謝 トライダの空

（“トライダのばら”なる乙女に）
決然と 操守りて 命絶ち 乙女に続きし 若者哀し

＊ミュンハウゼンミュージアム＊
ラトビアに 鴨をつなぎて 空飛ばん

男ありしを ライト兄弟知らず？
（イエヴァとアイヴァスに）

パルデイエンス（ありがとう）若者二人の 名ガイド 未来を担う リガＦＦ人

7/9 バスツアー トライダキャッスル・ミンハウセンミュージアム 高橋 京子

伝統を秘めしフィールド モニュメント

見守る空と 木々の緑よ

水辺に憩う 情纤j萎
5

ホストのMara さんは私と同じ歳、日頃は孫の世

話をしながら経理の仕事を持つキャリアウーマン

です。ＦＦに入会してまだ日も浅く今回が初めて

の受け入れで、大変緊張されているように見えま

した。

7月 10日はフリーディー、夕方からはフェアウ

ェルパーティが予定されていました。

ホストの昔からの友人Anna（英語の達者な彼女

はフリーディーにはホストと一緒に行動してくれ

た）の娘が以前オーストラリアで食べた寿司がと

てもおいしく、自分でも作れるようになりたいと

思っていたとの事、この機会に是非教えて欲しい

との依頼があり、この日を当てることにしました。

当地で寿司用の食材が揃えられるか気になりな

がら買物に行きました。スーパーの品揃えは圧倒

される豊富さです。今日は海苔の細巻きを作ろう

と決めてから、日本の食材を扱っているコーナー

で海苔、醤油

って娘の自宅

調理器具は

は有りません

かがとても心

成功。合せ酢

機もなく、台

チック容器の

カッパ巻、鮭

あの仕上がり

取り、写真を

りたいとの事

ールする約束

巻簾を持って

ガ中心部から

築して越した

最近開発した

7/10 フリーディ・フェアウエル・パーティ
ラトビアの 空を写して 広がれり
、わさびを買い、その他の食材も買

へ行きました。

そろっていましたが、炊飯用の器具

。普通の鍋で寿司飯をうまく炊ける

配でした。全神経を集中し、何とか

を混ぜた後に使いたいうちわも扇風

所の引き出しから一番大きなプラス

蓋をもちだし扇ぎました。玉子巻、

の燻製巻の三種類をつくり、まあま

でした。その間、Mara と娘はメモを

撮りと一生懸命でした。味噌汁も作

でしたが時間も無くレシピは後でメ

をして帰りました。彼女が寿司米と

いたことには感心しました。家はリ

は車で 30分ほどのところで、最近新

そうです。ソ連軍跡地だったものを

という松林の中に少しは軍用地だっ

岸田 節子
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た面影を残す広い敷地に真新しい家が建っていま
した。
いったんホストの家へ帰り急いで準備をしてフ

ェアウェルパーティに向かいましたが、意外に遠
くパーティ開始予定時刻には1時間近くも遅刻し
てしまう始末でした。
会は大変な盛り上がりでした。生バンド（とは

言っても演奏者は 1人）付のフロアが有り、飲ん
で食べて歌って踊って、特にダンスタイムはみん
ながとても楽しそうにしていました。4禁э9 時と

贫@禁队H虾歧Qíb@zS[HЯYíc~莫è
ずに居残りした方が居たようです。そこでは大変
きれいなサンセットを見られたようです。当地の
日没時間は 10禁驶积cUjcЯ赛醇g贫@禁队底
しんだのかが分かります。
我々は 9時頃に席を立ち、10時近くに家につい

て 1日の終わりかと思ったら、更に近所に住みＦ
Ｆ会員で今回はニュージーランド会員のホストを
している Ligita さんの家へ行き遅くまで飲んでお
しゃべりと今日もまた盛り沢山の 1日でした。
交換７

のイレー

動き、イ

は私には

昨夜の

レーナが

（www.g

こへは３

ズとイレ

欧風のサ

ある。こ

１０時過

の出来る

ＭＡＬＡ

った。プ

間、恥か

が撮れる

遅い朝食を摂った後、午前中の計画はブラスバ

ンドコンサートとリガ大聖堂見学。その前にイレ

ーナの仕事の契約のため立ち寄った場所で私達は

車内で待機、戻った彼女は契約が成立したので今

日はフリーと喜ぶ明るい笑顔となった。

ご夫妻は仕事をしながらウエルカムパーティー

の場所に自宅を提供し、さらに４人のアンバサダ

ーのホストである。朝食は毎日違った美味しい献

7/11 11 日の出来事 ラトビアに感謝 堀内 美紀子
6

日目はホストと共に過ごした日。ホスト

ナとは再会、大きな体でてきぱきと自ら

エス、ノーをはっきりさせる彼女の性格

心地よい。

フェアエル・ディナー・パーティーはイ

任されているＧＵＮＧＡＳ

ungas.lv）の湖の畔コテージ村が会場。こ

日目のリガ市内観光後ご主人のライモン

ーナの仕事場を訪ね、ログハウス内の北

ウナを初体験、湖で体を冷やした場所で

の日は天気も良くラトビアの日没は夜の

ぎ、すばらしいサンセットを眺めること

場所が近く、良い機会とライモンズはＵ

ビーチまで足を伸ばしてくれることにな

ロカメラマンでもある彼は陽が沈む様の

しながら私達をモデルにし良いショット

場所を探し、私も良い画像をゲットした。

立を用意、お腹一杯いただいた一週間である。さ

ぞかし忙しかったに違いないと思う。彼らが仕事

の時は友人のバレンチノ〈アンバサダー３名のホ

スト〉に頼んだり、大きなライトバンに最高１０

人が乗り込みちょっとしたミステリーツアーのよ

うなバス旅行となったり楽しい思い出となった。

＜FF の文字も美しいケーキ＞
＜ソング・コンサート＞
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＜茶摘み歌と手遊び＞

今回は歌と踊りのお祭りの期間に合わせての交
換である。２クラブ分のアンバサダーの深夜の催
しのチケットをとるのに苦労したことを聞いた。
YjF昌cЯ萎寞厕抿ò赔利_[汛距湃眶j此Я
踊りの勇壮な姿を目にすることが出来た。歴史の
ある建物はロシアから独立後１７年かけて少しず
つ修復されている様子に力強さを感じた。今日は
リガ大聖堂内を見学、美しいステンドグラス、大
きな重厚なパイプオルガンがあり厳粛な教会だが、
コンサートホールになることもあるそうだ。かつ
ての修道院の回廊は夏場だけ見ることができるの
でグッドチャンスだった。

この日は私達４人でお礼を込めて日本料理を作
ることにしていた。イレーナもビーフと鮭の料理
をご馳走してくれることになり大きな中央市場で
買出し中、ほうれん草を探すがなかなか見つから
ず、ようやくみつけたら８ラッツと言われた。高
いなあと思いながらも差し出すお金をみて売り子
さんから笑いが・・・・なあんだ０．８ラッツだ
ったと気がつき大きな違いに肩を竦めた。ちらし
爵SЯ怠内订IЯwBíYB庙j或哎跋>DЯ皑
ーフードカレー、ご飯、おこげおにぎり、新漬、
ビーフステーキ、鮭の料理でテーブルの上一杯の
ディナーとなった。お世話になったダイナ夫妻を
招待、甘いカレーにしていたが彼女には少々辛か
_[éBЯF茨Qūk或哎跋H凭SKЯǖ拜ш盎
はほうれん草が気に入った様子。食後に孫の４歳
のビビアンは庭で歌を披露し場を和やかに、楽し
い夕餉となった。
深夜、ライモンズが撮った写真をＣＤにまとめ

ていたので皆で見てみた。湖に入った時の写真が
気にかかっていたが一安心。パッキングをして充
実した１週間に感謝しながら白夜のラトビア最後
の就寝となった。

＜フェアウエルパーティ

＜フェアウエルパーティ 全員集合＞
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梅雨の蒸し暑さが肌に纏わりつくような6月21
日、ソウルクラブの会員 20名が埼玉を訪れました。
昨年の交換プログラムで埼玉クラブとの交流を持
ったソウルクラブの人たちが、是非また埼玉の人
たちと再会したいと、山形での交換の後、わざわ
ざ組み込んだ一泊のスケジュールでした。
宿泊ホテルが川越市内でしたが、埼玉クラブか

ら 22名の会員が川越に出向き、居酒屋での歓迎会
となりました。再会を喜び合う人たちが、テーブ
ルごとに親しく話し合い、笑いあい、また、新し
く会員となって来られた人たちにも寂しい思いを
抱かせないようにと気を遣いましたが、そんな気

遣いは杞憂に過ぎませんでした。誰もが旧知の間
柄のように、時間の経つのも忘れ、楽しいひと時
を過ごしました。
翌日の日光バス旅行にも誘っていただき、埼玉

クラブから 13名が参加しましたが、バスの中では、
前日以上に打ち解け、別れ難くなるようなとても
有意義な一日を過ごしました。
この二日間の交流により、ソウルクラブと埼玉

クラブの友情は、より一層深くなったように思い
ます。海に隔てられているとは言え隣どうしの国、
個人としても、クラブとしても、この深い友情の
驵H贫KЯ贫K陌KOdò剁@zす。

ソウルクラブ会員との再会 佐藤 ゆきえ

＜韓国ソウルクラブと共に日光へ＞

＜バスの中で乾杯！＞
8

７月２３日、関東ブロック会議が埼玉クラブの
担当で浦和で開かれました。
┹┹┼Gě挨ɑê案ù熬ш鞍шj跋佰ǔ把г癌

ョーダンさん、ＦＦＪの石井嗣代さん、東京クラ
扒Gě┰位Я禄情符ɡ摆扒Gě┮位Я艰干ɡ摆扒
からは９名が参加。
ＦＦＩのホームページ刷新、新ロゴ、今後の活

動方針などについて、マリアムさんのお話を聞き、
その後各クラブから提案された議題について話し
合いました。新会員の募集やさまざまな交換プロ
グラムを通して、ＦＦをさらに活発にしていくこ
と。 これが共通の目標であり、課題です。

皆
さい。

関東ブロック会議
さまもどうか良いアイディアを出してくだ

＜マリアムさんを囲んで＞
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ＦＦＩ国際本部は、設立３１年目に入った今年、
ロゴやホームページを一新し、さまざまなプロジ
ェクトにより新たな発展をめざしています。
昨年のタイとインドネシアの教員をアメリカに

招いて英語研修やホームステイを経験するプログ
ラムは大成功でした。 今後も幅広い世代を対象
に、色々なテーマの文化交流や、人道的支援の交
換などを広げていきたいと計画中です。
カラフルな新ロゴには、６大陸や平和（peace）

のハトの意味もこめられています。
g the Way You See the World(世界を見

る目を変えよう)が新しいスローガンです。ＦＦは
ホームステイそのものが目的ではなく、ホームス
テイを通して、異なる文化への理解を一層深め、
より住み良い世界を築いていくことをめざしてい
ます。
埼玉クラブは、皆さまのご協力のお陰でこれま

で渡航、受入れなど順調に行なってまいりました。
この一年でホームページも整い、活動の様子を知
ってもらうためのちらしもできました。 私たち
も新しい会員を増やしつつ前進していきたいもの
です。 （沼 純子）

変革する FFI

CHANGING THE WAY YOU SEE THE WORLD
Changin
9

岸田さん夫妻はＦＦの古いメンバーとしてこれまで多くの渡航に参加してきましたが、

盘插c~鲸浸搭贫á萎碌参掺dSb靛误Sb@zUа

ＦＦＦＦににつついいてて感感じじるるこことと 岸岸田田正正二二郎郎

昨年 7月 3週間余の日程で、妻と二人イギリス
旅行をしました。往復の航空券とレールパス（日
数は限定されるが、距離も場所も限定されない列
車の乗車券）だけを持ち、（一部を除いての）訪問
地、宿泊所を全く決めない放浪とも言うべき旅で
した。ただ訪問地と日程を決めていたのは、２０
０５年埼玉クラブの渡航に参加した際、我々がお
世話になったホストの所２ヵ所です。
此の旅で強く感じたことは、旅先で知人に会え

る楽しさでした。二人ともロンドン市内に職を持
つ Cantrel 夫妻は我々のために１週間もの休暇を
取り歓待してくれた事には感動しました。観光地
やそうではない所もいろいろと案内してくれ、そ
の中にシェクスピアの生誕地があり、彼の生家や
そう遠くはない妻の生家（両方とも観光地になっ
ている）を見た後、世界でただ一つ常時シェクス
ピア劇だけを上演しているというスワン劇場でマ
クベスを観ました。英語の下手な私には台詞は理
解出来ませんが何か感動するものがあり、外国人
が歌舞伎を見たときを連想したものです。Cantrel
夫妻は２００５年１１月オーストラリア旅行の途

中日本に立ち寄り我が家に３泊したこともあり、
大変親しい間柄となっています。
クリーブランドのホストだったElsieさんはＦＦ

会員の友人を集め連夜持ち回りでパーティをして
くれたり、友人も同行してのドライブをしたりと
こちらもまた大変な歓迎をしてくれました。
Cleveland Moor では野生のベリー摘みをしたこと
が印象深く思い出されます。似たような関係の家
族がイギリス以外にも数家族あり、このような友
人を得る機会を作ってくれたＦＦの存在を高く評
価したいと思っています。

会員紹介
＜英国Hertfordshire club の Cantrel さん一家と共に＞
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埼玉大学国際交流センターが窓口となり、秋に留学生の一泊受入れをすることになりました。
留学生のみなさんに日本の家庭生活を味わってもらい、共に有意義なひとときをすごせたらと思いま
す。 期日や人数は未定ですが、受入れできる方はお申し出ください。
問合せ/申込み： 沼純子 Tel & Fax 048-699-4883

桜の頃という先方の希望で４月上旬になる予定です。
受入れＥＤは池田完之・尚子さんになりました。 追って詳しいご案内をいたします。

役員交替の時期が近づいてきました。
できる方には順番に理事になっていただきたいと願っております。
よろしくお願いいたします。

Ｆ
て
新

☆

☆来年の役員募集

☆台湾の Taichung Club の受入れは４月ごろに

☆埼玉大学留学生一泊受入れ家庭募集

お知らせ

C l u b C a l e n d a r
9 月 16 日、10 月 21、28 日、11 月 11 日 いずれも火曜午後 パソコン教室

初歩から勉強しています。 興味のある方はご参加下さい。

10 月 2腮э5 日 ゴールドコーストで世界大会

12 月上旬 クリスマス会・オークション
10

ＦＩからの文書がほとんどがメールで届くようになった現在、埼玉クラブ内でもパソコンを生かし
、会員の皆様にＦＦに関する情報をより多く、より早くお届けできればと思います。
たにアドレスを入手された方、アドレスを変更された方は事務局までお知らせください。

Email でニュースを配信
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ザ・フレンドシップフォース・オブ・埼玉 事務局

〒331-0815 さいたま市北区大成町 4-202
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